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平成１５年１２月１３日
は　じ　め　に

　　　ボーイスカウト静岡県連盟

　三島第１４団　　Never ending projectチーフ　　札幌太郎
１．プロジェクト実施に対する経緯（ニーズの発意）

	ボーイスカウトを続ければ続けるほど、なぜ、ボーイスカウト活動が世界的に拡がったのか、また、ボーイスカウトの創始者「べーデン・パウエル」という人は、どんな人なのか、どんどん疑問がでてきた。

「そもそもボーイスカウトの目的とは何だろう」という疑問から始まった。隊長に聞くと、いまいちはっきりした答えがかえってこない。また、宗教章を取らないと富士になれないと言われ、とりあえず取ろうと思うが、ここでも何故、ボーイスカウトの世界に宗教章なんてものがあるのだろうか、今一つわからない。

この機会に、ボーイスカウトの原点に戻り、ベーデン・パウエルがボーイスカウトを作った背景や目的、そしてその後、世界的に拡がっていった過程、さらには現在のボーイスカウト運動の現状と将来の展望について調べてみたい。

私自身が、ボーイスカウトの目的を知り、またボーイスカウトの説明が求められても、どうどうと答えるようになりたいと同時に、ボーイスカウトの目指すことを知ることができたなら、自分自身の目標も見えてくると思う。

何故なら、私が小さい頃に、道に迷った時、親身になって、夜遅くまでかかって、家を探してくれたお兄さんがボーイスカウトの制服を着ていた姿は、とてもかっこよかった。私も「お兄さんのようになりたい」と思ったからだ。


２．個人の目標（資質の面）
	№
	氏　名
	個人の成長目標

	１
	札幌太郎


	人前に出ると、思ったようにしゃべれないので、自信を持って話しができるようになりたい。

	２
	青森健太


	いつも他人の意見に合わせているので、自分から意見を言えるようになりたい。

	３
	東京一郎


	一人で何でもやってしまうので、協力して一つのことをやりとげるようになりたい。

	４
	金沢　元


	リーダーシップをとるために、メンバー全員と協調できるようになりたい。

	５
	名古屋真一


	何でも言いたいことを言ってしまうので、人の話しを聞き取れるようになりたい。

	６
	大阪新之助


	きれいな文章をかけるようになりたい。


３．挑戦するアワードおよび技能章
	アワードの分野
	技能章

	文化活動
	※宗教章（世界救世教章）

	
	茶道章

	
	土壌章

	
	


平成１５年１２月１３日

プロジェクト企画書

テーマ　「　Ｂ－Ｐの詩　」

活動チーム名：　Never ending project
　　ボーイスカウト静岡県連盟

　三島第１４団　　Never ending projectチーフ　　札幌太郎

１．目的

　　　　　　Ｂ－Ｐの足跡を辿る中で、ボーイスカウト運動の原点を探り、Ｂ－Ｐの願われたボーイスカウト運動の目的を学ぶことで、目指すスカウト像を明らかにし、ボーイスカウトとしての自覚を持って、他の人に役立つ技能を修得し、実際に役立てる。

２．活動内容（目標）

	活動
	内　　　　　容
	期　　間
	場　　所

	1
	机上①

※Ｂ－Ｐとボーイスカウト運動の拡がり
	12月13日～

１月13日
	担当者自宅

	2
	机上②

※ボーイスカウトと信仰の関わり
	12月13日～

１月13日
	担当者自宅

	3
	宗教章取得に挑戦①

※茶道章と土壌章に挑戦
	１月13日～

２月13日
	団本部・自宅

	4
	宗教章取得に挑戦②

※地区Ｂ－Ｐ祭に出店
	２月１日～

　　２月28日
	コミュニティー長泉他

	5
	プロジェクト報告書


	３月１日～

３月５日
	団本部


３．参加者　　　　活動チームチーフ　　札幌　太郎

　　　　　　　　　　　マネージャー　　青森　健太

　　　　　　　　　　　メンバー　　　　東京　一郎／金沢　　元／名古屋真一／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪新之助

４．期　間　　　　平成15年12月13日（土）～平成16年３月５日（金）

５．予算概要　　　チーム活動費（隊予算分）　　　　　　　10,000円

　　　　　　　　　Ｂ－Ｐ祭地区活動費　　　　　　　　　　10,000円

個人負担分　（＠9,000 ×　６名）　　　54,000円

　　　　　　　　　　　

合　　　計　　　　　　　　　　　　　　74,000円

６．隊長の評価

　札幌君をチーフに、６人の精鋭で活動チームを組んで取り組むプロジェクトの内容が少し幅広い感じがするが、ねらいはとても面白いと思う。プロジェクトが完成した時は、６人全員が「目指すスカウト像」をはっきりと描けるようになって欲しい。そして、人の役立つ技能を身につけ、実際に役立てて欲しい。健闘を祈ります。

隊長名　　熱海健一郎

平成１５年１２月１３日
活動実施計画書①

活動チーム名　Never ending project　

	１．活動のテーマ
	たどってみようＢ－Ｐの足跡（前編）




	２．活動の目的
	ボーイスカウト運動の原点を探り、ボーイスカウトの発祥および現状を知る。


	３．活動内容（目標）

（活動１）
	机上①

Ｂ－Ｐの生涯を調査する

Ｂ－Ｐ後のボーイスカウト運動について調査する


４．行動計画（日程）

	月　　日
	内　　　　　　容
	場　　所

	12月13日～

１月10日
	Ｂ－Ｐの生涯について調べる
	札幌太郎宅

	12月13日～

１月10日
	Ｂ－Ｐ後のボーイスカウト運動について調べる
	青森健太宅

	１月11日


	報告会
	団本部

	１月５日～13日


	活動実施報告書作成
	団本部


	５．人的・物的資源
	ベーデンパウエル英雄の二つの生涯

２億５千万人のスカウト



６．役割

	役　　務
	氏　名
	内　　　　　容

	調査
	札幌太郎
	Ｂ－Ｐの生涯について調べる

	調査・会計
	青森健太
	Ｂ－Ｐ後のボーイスカウト運動について調べる

会計

	書記
	東京一郎
	活動実施報告書作成

	
	
	


	７．期　間
	平成15年12月13日～平成16年１月13日


	８．予算概要
	ベーデンパウエル英雄の二つの生涯　3,619円

２億５千万人のスカウト　1,500円

飲み物代・菓子代　1,000円

コピー代　1,000円


	合計　7,119円


平成１５年１２月１３日
活動実施計画書②

活動チーム名　Never ending project　

	１．活動のテーマ
	たどってみようＢ－Ｐの足跡（後編）




	２．活動の目的
	Ｂ－Ｐが提唱したボーイスカウト運動の目的を探り、ボーイスカウトと信仰との結びつきについて知る。




	３．活動内容（目標）

（活動２）
	机上②

Ｂ－Ｐが唱えていたボーイスカウト運動の目的を調査する

ボーイスカウトと信仰の関わりを調査する


４．行動計画（日程）

	月　　日
	内　　　　　　容
	場　　所

	12月13日～

１月10日
	Ｂ－Ｐが提唱したボーイスカウト運動の目的を調べる
	金沢元宅

	12月13日～

１月10日
	ボーイスカウトと信仰の関わりを調べる
	名古屋真一宅

	１月11日


	報告会
	団本部

	１月５日～13日


	活動実施報告書作成
	団本部


	５．人的・物的資源
	たどってみようＢ－Ｐの足跡（スカウティング誌）

指導者のための宗教ハンドブック




６．役割

	役　　務
	氏　名
	内　　　　　容

	調査
	金沢　元
	ボーイスカウト運動の目的を調べる

	調査・会計
	名古屋真一
	ボーイスカウトと信仰の関わりを調べる・会計

	書記
	大阪新之助
	活動実施報告書作成

	
	
	


	７．期　間
	平成15年12月13日～平成16年１月13日


	８．予算概要
	指導者のための宗教ハンドブック　450円

コピー代　500円


	合計　950円


平成１５年１２月１３日
活動実施計画書③

活動チーム名　Never ending project
	１．活動のテーマ
	未知なる挑戦①




	２．活動の目的
	未知なる信仰心が芽生えるために、宗教章取得を目指すと同時に関連技能章取得も目指す


	３．活動内容（目標）

（活動３）
	宗教章取得項目の履修を行う

土壌章と茶道章課目の履修を行う（宗教章に関連項目あり）


４．行動計画（日程）

	月　　日
	内　　　　　　容
	場　　所

	１月13日～14日
	世界救世教章項目２の研修
	団本部

	１月15日
	世界救世教章項目３～６の研修
	団本部

	１月16日～27日


	土壌章取得のための研究（レポート作成）

（世界救世教章項目８と共通）

土壌章取得研修（１月18日、25日）
	講師宅および各自宅

	１月28日～

２月10日
	茶道章取得のための研究（レポート作成）

（世界救世教章項目８と共通）
茶道章取得研修（２月１日、９日）
	講師宅および各自宅

	２月11日～13日
	活動実施報告書作成
	団本部


	５．人的・物的資源
	世界救世教章取得の手引き、東方之光上巻・下巻、各種資料

教導職・自然農法大学校講師、武者小路千家講師


６．役割

	役　　務
	氏　名
	内　　　　　容

	チーフ
	札幌太郎
	宗教章取得項目・技能章課目・講師接待

	マネージャー
	青森健太
	宗教章取得項目・技能章課目・講師接待

	記録
	東京一郎
	宗教章取得項目・技能章課目

	記録
	金沢　元
	宗教章取得項目・技能章課目、活動実施報告書作成

	記録・会計
	名古屋真一
	宗教章取得項目・技能章課目・会計

	記録
	大阪新之助
	宗教章取得項目・技能章課目


	７．期　間
	平成16年１月13日～２月13日


	８．予算概要
	飲み物・菓子代　300円×７日×６名=12,600円

研修参加費（土壌章）　3000×６名=18,000円

研修参加費（茶道章）　3000×６名=18,000円

写真代（フィルム・現像代）　　　　2,000円
	合計　50,600円


平成１５年１２月１３日
活動実施計画書④

活動チーム名　Never ending project
	１．活動のテーマ
	未知なる挑戦②


	２．活動の目的
	宗教章項目７を実践するために、「野点」を行い、地区内のスカウト・指導者に「侘び・さび」の世界を体験していただく。


	３．活動内容（目標）

（活動４）
	地区Ｂ－Ｐ祭にて「野点」を実施する。

茶道章課目の履修を行う。（宗教章に関連項目あり）


４．行動計画（日程）

	月　　日
	内　　　　　　容
	場　　所

	２月１日～20日


	「野点」の練習と茶席設計

講師より野点について習う（２月１日、９日）
	講師宅および各自宅

	２月21日
	設営（講師立会いのもとリハーサルを行う）
	ｺﾐｭﾆﾃｨｰ長泉

	２月22日
	「野点」実施展開（世界救世教章項目７と共通）
	ｺﾐｭﾆﾃｨｰ長泉

	２月24日～28日
	活動実施報告書作成
	団本部


	５．人的・物的資源
	武者小路千家講師、畳、傘、茶杓、茶筅、茶巾、けんすい、棗、袱紗、茶碗、お茶、お湯、懐紙、お菓子、黒文字、お盆、毛氈、柄杓、ポット、やかん、電熱器、お花、花瓶、花台


６．役割

	役　務
	氏　　　名
	内　　　　　容


	チーフ
	札幌太郎
	茶席設計、設営、Ｂ－Ｐ祭実行委員会との窓口

当日の運営（受付、お茶立て、お茶出し等々）

	マネージャー
	青森健太
	茶席設計、設営、当日の運営（受付、お茶立て、お茶出し等々）、会計

	運営・接待
	東京一郎
	茶席設営、当日の運営（受付、お茶立て、お茶出し等々）、講師接待

	運営・記録
	金沢　元
	茶席設営、当日の運営（受付、お茶立て、お茶出し等々）、活動実施報告書作成

	運営・接待
	名古屋真一
	茶席設営、当日の運営（受付、お茶立て、お茶出し等々）、講師接待

	運営・記録
	大阪新之助
	茶席設営、当日の運営（受付、お茶立て、お茶出し等々）、活動実施報告書作成


	７．期　間
	平成16年２月１日～２月28日


	８．予算概要
	お茶（50ｇ・100名分）3,000×1缶=3,000円

お菓子（20個）       1,000×5箱=5,000円

黒文字（50本）　　　　 500×2個=1,000円

懐紙（20枚）　　　　　 100×5個=　500円

お花　　　　　　　　　　　　　　　 500円
	合計　10,000円


平成　　　年　　　月　　　日
活動実施報告書①～④　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活動チーム名　　　　　　　　　　　　　　　
※活動実施計画書それぞれに基づいて活動実施報告書を作成









平成１６年３月５日
プロジェクト報告書

テーマ　「　Ｂ－Ｐの詩　」

活動チーム名：　Never ending project
　　　ボーイスカウト静岡県連盟

　三島第１４団　　Never ending projectチーフ　　札幌太郎

１．プロジェクトの目的
	Ｂ－Ｐの足跡を辿る中で、ボーイスカウト運動の原点を探り、Ｂ－Ｐの願われたボーイスカウト運動の目的を学ぶことで、目指すスカウト像を明らかにし、ボーイスカウトとしての自覚を持って、他の人に役立つ技能を修得し、実際に役立てる。


２．目的に対する結論（まとめ）

	Ｂ－Ｐは、キリスト教信仰の実習をする場とした。

「ボーイスカウト訓練法のねらいは、利己を奉仕に置き換えるのである。そして若者たちの個々の道徳的・肉体的な能力というものを、地域社会への奉仕のために用いる能力とすることに目標を置いたのである。（中略）われわれは日常の生活や交際に、キリスト教信仰の実習をすることを目的としたもので、毎週の日曜日だけ神学的な告白をするのではないのである」

これらの序文に、スカウティングが始められた動機が十分に語られているのを見ることができる。つまり、スカウティングを始めた動機は、単にキャンピングや山歩きの上手な子供を養成するためではなかった。

　その信仰心の芽生えは、大自然を通じて神を知るとしている。

「その驚くべきわざなる大自然を通じてその創造主である神を知ることに加え、さらにこの神の意志を他人への奉仕によって積極的に実行することが伴うならば、それは信仰の確固たる基礎を作り上げることになる」

そして、神を信ずる方法としてスカウトクラフトを開発した。

「スカウトクラフトは典型的なごろつきに、より高い考えと神を信ずる要素をもたらす方法である。神の下僕として、神を敬うこと、隣人への敬意、自らを尊重することは、いずれもあらゆる形の宗教の基礎である」

Ｂ－Ｐは、信仰抜きのスカウティングというものを全く考えていなかったといえる。そしてそれは、大自然における活動を通じて、創造主である神を知ることができ、その上で、積極的に他人への奉仕を実行すれば、確固たる信仰の基礎を作り上げることになると示している。

　最後に、Ｂ－Ｐがスカウト運動に求めたものは、人間には神から与えられた使命があり、一人ひとりの使命をスカウト教育の中で見出し、伸ばしていくことである。そして、成人になった時、今度はその使命を社会のために活かし、社会のために貢献できる人材を作ることとしていると整理できた。

　私たちは、Ｂ－Ｐが願われた人材として自覚しているのだろうか。もう一度考え直してスカウト活動に邁進したいと思う。そして、他の人に役立つために何ができるか見つめていきたい。


（プロジェクト報告書②）

３．プロジェクトに対して

①反　省

	　今回、Ｂ－Ｐが願われたボーイスカウトはどんなものであったのか、また、信仰心とボーイスカウトの関係を知り、その上で関連づけて「宗教章」取得に繋げることを考えて取り組んでみたが、ボリュームがあり過ぎて、深く研究することができず、後半部分（活動③④）になると行事に追われて、一つひとつを整理することができなかった。

特に活動③④の部分は、宗教章取得項目を同時に取り組んでいたが、振り返ってみれば身についたものがあったのか、そしてそれは同時に、「目に見えない働き（神様の存在ともいうべきだろうか？）」に対して、深く求めていくことができなかったことが原因であったかもしれない。

　今後は、Ｂ－Ｐが求めたスカウト像に近づくためにも、日常生活を通して、神様との繋がりをいつも考えていくことができる自分を目指したい。




②評　価

	　Ｂ－Ｐがスカウト運動に求めていたものが明確になった。このことから、ボーイスカウト運動が信仰心を持たなければならない本当の意味を知ることができ、自分たちなりに求められるスカウト像が見えてきた。

　こんなに深い運動だと知らなかった。自分たちも、一人ひとりの使命を今からでも気づき、そしてその使命をどうすれば伸ばせていけるのか、さらにその使命を人のためにどうすれば役立てることができるかという視点を持つことができ、スカウト活動をしていく中で目標が明確になった。




③感想と課題

	　今回内容面で充実し過ぎたというか、欲張りすぎたものになってしまい、不完全なものになったような気がする。しかし、自分たちが何を目指すべきなのかがはっきりしたと思う。次回からのプロジェクトは、もっと具体的な内容を取り上げつつ、「広く浅く」ではなく「狭く深く」をスローガンに、一つの物事を追求できるようにしたい。

　そのためにも、次は、今回の活動④もしくは⑤の部分を一つのプロジェクトとして取り組みたい。内容については、「農業について」もしくは「茶道について」のことを深く追求していきたいが、詳細については、下調べをして考えていきたい。




（プロジェクト報告書③）

４．チームワークに対して

①反　省

	　チームの中で、活動ごとにさらにグループをわけ、分担制をとって取り組んできたが、

お互い時間が上手く合わず、それぞれが調査したことを、それぞれの報告書に写して終わった部分もあり、お互いでよく話し合わずに進めてしまった。

　その結果、一つひとつの報告書、特に活動①と②に関しては、自分たちが調査していない部分は、理解できていない。そのため、宗教章取得と繋がりが見えていないと私自身は思っている。また、活動が進むにつれ、一人ひとりの能力の差（期間までに仕上げることができないスカウト）が出て、そのスカウトに対して、誰もフォローすることができなかったことが反省点である。



②評　価

	　活動③と④は、講師を交えて研修したことや、実際に野点（盆点前）を実施できたことは、活動チーム全員がやりきることができ、充実感が沸いた。一つのことにみんなで向かい、心が一つになった。今まで見えていなかった一人ひとりの良いところ、悪いところ、特技や趣味も理解できた。

　また、夜通しかかって作り上げたことや、今まで話しづらかったことも心を開いて、語り合い、信頼関係を作ることができた。

今後も、スカウト活動以外の時でも交流を図っていきたい。




③課　題

	　チームの中で、活動ごとにグループに分かれ、分担制をとって取り組むことは、時間の短縮になり、非常に良かったが、効率ばかりを考えていては、ただ調査したことを写すだけになるので、次回からは、いろんなことを幅広く行うのでなく、深く追求する中で、話し合いながら、一人ひとりが理解した上で、プロジェクトを進めていきたい。

　もう一つは、一人ひとりの能力の差（期間までに仕上げることができないスカウト）を考慮することも理由の一つではあるが、それぞれの進み具合を中間に確認し合うことも必要だと感じている。そして、遅れ気味になっているスカウトの作業を、作業が進んでいるスカウトがフォローしていくという体制を作っていくあり方を考えていきたい。

　このことの共通認識として、遅れ気味のスカウトに対して、責めるのではなく、活動チーム員みんなの総意でプロジェクトを終えることができたという認識に立てるよう、チーフとして進めることが大前提である。


（プロジェクト報告書④）

５．個人の目標（資質の面）に対して

①反　省

	　今回、チーフとして活動チーム員をまとめていくためにも、自信を持って話しができるように心がけてきたが、いざ、チーフとして決断しなければならない時に、チーム員の意見を聞きすぎて、自分自身が思っていた意見に迷いが生じてしまい、最終的には自分が思っていた意見とは違うものになってしまった。そして、その時はそれで良かったと自分自身に言い聞かせたが、だんだんと時が過ぎて状況を見た時、やはり自分自身の意見の方が良かったと後悔することがあった。


②評　価

	　チーム員とのコミュニケーションをたくさん取ることができ、今まで見えなかった一人ひとりの思いや考え方を知ることができた。その中で、チーム員同士で少々揉めたこともあったが、間に入って解決することができた。

　だんだんとプロジェクトが進むことで、信頼関係も高まってきた時に、自信を持って話しをすることができるようになった。さらに、話しをした内容についてもチーム員全員が理解することができ、プロジェクトが思ったよりもスムーズに展開することができた。


③課　題

	　チーフという重責の中、自分がチームをまとめていかないといけないという思いが強くなり、空回りする時期もありましたが、チーム員との信頼関係を作っていく中で、自然にまとまりが出来てきた。その中で、自分自身としては、最後までまとめていこうという思いが強すぎたと反省している。このことは、チーム全体にどのように影響しているかわからないが、その反面、思いだけが先行して「優柔不断」の部分が多く見られたと思う。

　今後もし、チーフになることになれば、まずは信頼関係を築いていくところから始めようと思う。そうすれば、もっもっと絆の深いチームとなり、よりよいプロジェクトが完成すると思う。


◇隊長の評価

	　札幌君は、活動チームチーフとして、よく皆さんをまとめてきた。隊長から見て、充分に活躍されていると思う。本人は、自分が思ったこと、自分が決めたことがチーム員の意見によって、変わったことを反省していたが、このプロジェクトを始める前の札幌君は、自分のことは自分でするという意識が強く、逆に周囲の人たちと協力しあって進めていくことが苦手な感じがあった。プロジェクトを完成させた後の札幌君は、周りのスカウトのことをよく考え、落ち込んでいる時は励まし、楽しい時は一緒になって喜び、周りのスカウトからも今までには考えられないぐらいの「信頼」を受けるようになっている。本当の意味でのリーダーシップを掴んだのではないかと思う。

　プロジェクトの内容も、詳しく書かれており、Ｂ－Ｐのことで隊長も知らないことがあった。よく調べたと思う。今後は、プロジェクトの目的にもあるように「目指すスカウト像」に近づけるよう、次のプロジェクトに期待したい。

隊長名　熱海　健一郎
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（記入例）

















チーム名　　Never ending project




































































ボーイスカウト静岡県連盟　三島地区


三島第１４団ベンチャー隊　札幌太郎
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